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と　
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月
11
日
（
土
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時
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17
時
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月
12
日
（
日
）

　

９
時
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16
時

と
こ
ろ

長
岡
あ
や
め
会
館

３
階
多
目
的
ホ
ー
ル

展
示
品
目

書
道
・
絵
画
・
水
墨
画
・
墨
絵
・
写
真
・

エ
コ
ロ
ジ
ッ
ク
ア
ー
ト

※ 

今
回
は
、
第
96
回
二
科
展
の
絵
画
部

門
で
特
選
を
受
賞
し
た
作
品
も
展
示

さ
れ
ま
す
。

皆
さ
ん
の
ご
来
場
を
部
員
一
同
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

19 182012.1.1 いずのくに

問合せ
　文化振興課
　☎ 055-949-8600

今
年
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ

は
『
平
清
盛
』
で
す
。
平

清
盛
と
い
え
ば
、
最
大
の
ラ
イ
バ

ル
が
源
頼
朝
。
伊
豆
の
国
市
は
、

頼
朝
の
流る

刑け
い

地ち

で
あ
る
蛭
ヶ
小
島

が
あ
る
だ
け
で
な
く
、
旗
揚
げ
の

地
で
も
あ
り
ま
す
。
も
し
か
し
た

ら
、
ド
ラ
マ
の
舞
台
と
し
て
登
場

す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

さ
て
、
頼
朝
の
妻
が
北
条
時
政

の
娘
、
政
子
で
あ
る
こ
と
は
有
名

で
す
が
、
政
子
に
ゆ
か
り
の
仏
像

が
市
内
に
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
を

ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。

　

北
条
時
政
が
建
立
し
た
寺
家
地

区
の
『
願
成
就
院
』
の
宝
物
館

に
、
一
体
の
地じ

蔵ぞ
う

菩ぼ

薩さ
つ

像
が
安
置

さ
れ
て
い
ま
す
。
ひ
き
し
ま
っ
た

お
顔
や
巧
み
な
衣え

紋も
ん

の
表
現
な
ど

か
ら
、
鎌
倉
時
代
初
期
に
作
ら
れ

た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

注
目
す
べ
き
は
、
こ
の
像
の
底

に
朱
で
文
字
が
書
か
れ
て
い
る

こ
と
で
す
。
一
部
が
消
え
か
か

り
、
全
文
を
解
読
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
の
で
す
が
、『
政
子
大
尼

公
』『
伊
豆
願
成
就
院
』『
寛
喜
』

『
追
福
菩
提
』
な
ど
の
文
字
が
判

読
で
き
ま
す
。
こ
れ
ら
の
文
字
か

ら
、
こ
の
地
蔵
菩
薩
は
寛か

ん

喜ぎ

年
間

（
１
２
２
９
年
〜
１
２
３
１
年
）

に
願
成
就
院
に
お
さ
め
ら
れ
た
こ

と
が
わ
か
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
寛

喜
三
年
（
１
２
３
１
年
）
が
政
子

の
七
回
忌
に
あ
た
る
こ
と
か
ら
、

政
子
を
追
善
供
養
す
る
法
要
に
合

わ
せ
て
作
ら
れ
た
と
考
え
て
よ
い

で
し
ょ
う
。

　

政
子
は
頼
朝
の
妻
と
し
て
、
ま

た
尼あ

ま

御み

台だ
い

と
し
て
創
建
期
の
鎌
倉

幕
府
を
支
え
た
、
強
い
女
性
の
イ

メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
が
、
一
方
で

神
仏
に
深
く
帰き

依え

し
た
慈
悲
深
い

女
性
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
よ
う
な
こ
と
を
思
い
巡
ら

せ
な
が
ら
こ
の
像
を
拝
見
す
る

と
、
慈
悲
深
い
中
に
も
、
ど
こ
か

意
志
の
強
さ
を
感
じ
さ
せ
る
表
情

に
、
政
子
の
お
も
ざ
し
が
重
な
っ

て
く
る
よ
う
で
す
。
お
寺
で
は
、

こ
の
地
蔵
菩
薩
像
を
『
政
子
地
蔵

さ
ん
』と
呼
ん
で
い
る
そ
う
で
す
。

　

新
し
い
年
。
願
成
就
院
の
『
政

子
地
蔵
』
に
一
年
の
平
穏
を
お
祈

り
し
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

政子地蔵

問合せ
　文化振興課   歴史資源活用推進室
　　　　　　☎０５５‐９４９‐８６０９

その 79

木造地蔵菩薩坐像（政子地蔵）
願成就院蔵

今   

月   

の   

５   

冊

『炎の放浪者』神山裕右（著）／
講談社
14 世紀初頭のフラ
ンス。ある日突然、
無実の罪で投獄さ
れ た 鍛 冶 屋 ジ ェ
ラールは、妻を救
うため、理不尽な

条件を受け入れ旅に出た。　【韮山】

中央… 1 月 14 日（土）11：00～
長岡… 1 月 19 日（木）14：30～
韮山… 1 月 14 日・28日（土）
　　　14：00～
対象／赤ちゃん～小学校低学年く
らいまで（申し込み不要）。

問合せ

『くちぬい』坂東眞砂子（著）／
集英社
放射能を避け東京
から四国の山村へ
移住した夫婦。豊
かな自然の中での
生活は、理想的に

思えた。しかし村には、ある神
さまの言い伝えがあった。【長岡】

おはなし会

【中央図書館】☎ 0558-76-5566
　毎週月曜日休館　
【長岡図書館】☎ 055-947-2364
　毎週月曜日休館
【韮山図書館】☎ 055-949-8605
　毎週水曜日休館
《各館開館時間 9：00 ～ 17：30》
　各館の休館日（年末・年始含む）
は、今月のカレンダ
ーや、市ホームページ
などをご覧ください。

有名ブランドのバイヤーに抜
擢された真

ま

昼
ひる

は、さらなる飛
躍を胸にミラノに向かうが…。
ファッション業界を舞台に描
く、仕事と恋の物語。経済小説
の書き手が挑む新境地。【韮山】

『ランウェイ』
幸田真音（著）／集英社　

『モナミは世界を終わらせる？』
はやみねかおる（著）
／角川書店
「おまえ、命を狙われ
てるんだぜ」女子高
生・萌

も

奈
な

美
み

の前に突
然現れた男。大がか
りなトリックに挑む

2人、そして世界はどうなる？【韮山】

＊【　】内は所蔵館名

『夢の浮橋』蜂谷涼（著）／文藝春秋
ガラス職人を目指し
て棘

とげ

の道を歩き出し
たおはんが、パリ万
博出品の栄光をつか
んだ時。仲間の拒絶、
秘めた恋。情熱に
従って生きた、１人

の女性を描く長編時代小説。【中央】

ウ イ ガ
て
た
博
ん
秘
従

くちぬい』坂
集
放
か
移
か
生

思えた しか

は
／
「
て
生
然

世

講

ン
無
れ
ラ

子どもの本あれこれ
 ゆめばなしテーマ

みなさんは、初夢をみましたか？いろい

ろな『ゆめ』が出てくる本を紹介します。

『こぞうのはつゆめ』

長谷川摂子（文）・長谷川義史（絵）

「はつゆめのはなしは、だれにも

いうな。きっと ええことがある

から。」ところが おしょうさん

は、こぞうのゆめのはなしを、ききたくて きき

たくて たまりません。

『たからもの』

ユリ・シュルヴィッツ（作）

「都へゆき、たからものをさがし

なさい」ふしぎな夢のおつげに

したがって、まずしい男ははる

ばる旅に出ました。男が見つけ

たものとはなんでしょう？

『夢ってなんだろう』

村瀬学（文）・杉浦範茂（絵）

どうして起きると夢をわすれちゃうの？動物

も夢を見るのかな？夢はどこからやってくる

の？ふしぎを考える科学よみもの。

『

長

「

い

か

『

ユ

「

な

ば

『

村

ど

も

の

『やまねのネンネ』どいかや（作）

冬眠中に巣からころがりおちちゃった。それでもネンネは

夢の中。

『ゆめをにるなべ』茂市久美子（作）

なべのしゅうりを たのみに来たのは、たぬきの女の子で

した。なべをなおしてあげた いかけやさんに、次の日から、

ふしぎなことが おこります。

今年の初夢は、作家毎に読み
尽くす読書三昧。最初に村上

春樹。次は佐々木譲、海堂尊、伊坂幸太郎、小川洋子、
東野圭吾、湊かなえ…。読書も体力勝負、まずは体力
トレーニングを始めましょうか。　（韮山図書館　佐野）

韮山反射炉を世界遺産に
世界遺産シンポジウム

　韮山反射炉は、実際に稼働した反射炉として
世界で唯一現存するもので、国内だけでなく、
海外の専門家にも高く評価されています。韮山
反射炉って実はとってもすごいんです。
　今回のシンポジウムでは、海外の専門家を招
き、世界からみた韮山反射炉にせまります。韮
山反射炉のすごさを実感し、皆さんで世界遺産
登録に向けて盛り上げていきましょう。

と　き　2月 12日（日）13：30～ 16：00
ところ　韮山時代劇場　大ホール
内　容　講演、パネルディスカッション

問合せ　文化振興課　歴史資源活用推進室　
　　　　☎ 055-949-8609

　

願
成
就
院
（
寺
家
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番
地
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拝
観
時
間　

９
時
〜
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休
館
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水
曜（
祝
日
は
開
館
）

　

拝
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